
見上げるとケアポート庄川の三角やねに�
白い雪が降っていました�
メリークリスマス�
そっとリースで飾ってみました。�

SHOGAWA  PUBLIC  RELATIONS

今月の主な内容�

ホームページアドレス　http://www.town.shogawa.toyama.jp/�
Eメール　shogawa@p1.tst.ne.jp

木村三千子 作�木村三千子 作�

庄川町史完成�
表彰（辻 志郎氏が文部科学大臣賞を受賞など）�
市町村合併について�
新しくなりました！！ ～まちの工事完成～�
くらしのカレンダー�
みんなの広場 ～まちの出来事～�
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Ⅰ
章
　
町
行
政
の
近
代
化�

Ⅱ
章
　
生
活
基
盤
の
充
実�

Ⅲ
章
　
地
域
福
祉
の
伸
展�

Ⅳ
章
　
農
業
の
課
題
と
展
望�

配布方法について�

2H14年／12月号�

　
町
制
施
行
２０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
「
庄
川
町
史
上
・
下

巻
」
が
昭
和
５０
年
に
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
現
在
に
至

る
ま
で
の
社
会
変
動
は
著
し

い
も
の
が
あ
り
、
資
料
、
情

報
量
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
情

報
も
刻
一
刻
と
失
わ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
制

施
行
５０
周
年
を
記
念
し
て
「
庄

川
町
史
上
・
下
巻
」
の
続
き
で

あ
る
、
「
庄
川
町
史
続
巻
」
の

編
さ
ん
を
平
成
１３
年
４
月
よ

り
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、

１１
月
２５
日
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。�

●町史代金4,000円をご持参のうえ、庄川町役
場企画調整課までお越しください。引き換え
にお渡しいたします。�
●郵送を希望の方�
　4,620円（代金4,000円と送料620円）と送

付先を添付のうえ、現金書留でお送りください。�
2冊以上の場合は送料が変わりますので企画調整
課までお問い合わせください。�（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�

近
代
近
代�

　　　次の8章からなっています�

１
、
計
画
行
政
の
推
進�

２
、
行
政
改
革
と
厳
し
い
町
財
政�

３
、
情
報
化
と
公
開
制
度�

４
、
広
域
化
か
ら
市
町
村
合
併
へ�

１
、
道
路
の
現
況
と
整
備
促
進�

２
、
都
市
計
画
と
路
線
バ
ス�

３
、
進
む
上
下
水
道
整
備�

４
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り�

近
代�

生
活
生
活�

生
活�

福
祉
福
祉�

１
、
少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
て�

２
、
福
祉
の
里
・
ケ
ア
ポ
ー
ト
庄
川�

３
、
保
健
衛
生
と
医
療
制
度
の
充
実�

４
、
環
境
美
化
と
ご
み
対
策�

５
、
町
民
総
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
め
ざ
し
て�

１
、
農
業
施
策
の
課
題�

２
、
種
も
み
生
産
の
近
代
化�

３
、
ほ
場
整
備
と
か
ん
が
い
排
水
事
業�

福
祉�

農
業
農
業�

農
業�



発
刊
の
こ
と
ば�

庄
川
町
長�

　
藤
森 

栄
次�

Ⅴ
章
　
商
工
業
の
現
況
と
発
展�

Ⅵ
章
　
進
展
す
る
観
光
の
町�

Ⅶ
章
　
人
口
問
題
と
そ
の
対
策�

Ⅷ
章
　
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
の
町
め
ざ
し
て�

3 H14年／12月号�

　
本
年
は
、
わ
が
庄
川
町
が
誕
生
し
て
満
50
歳
を

迎
え
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。�

　
庄
川
町
が
今
日
を
迎
え
る
ま
で
に
、
多
く
の
先

人
の
幾
多
の
辛
苦
が
あ
り
、
特
に
近
年
の
著
し
い

社
会
変
動
の
中
で
、
先
輩
諸
兄
の
努
力
は
大
変
な

も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年

に
行
政
を
預
か
る
者
と
し
て
、
今
日
ま
で
に
至
っ

た
歴
史
を
書
き
と
ど
め
る
こ
と
は
、
私
の
最
大
の

責
務
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
敬
意
を
語
ら
ず
し
て

今
後
の
発
展
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

と
し
て
『
庄
川
町
史
　
続
巻
』
の
編
さ
ん
に
と
り

か
か
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
４
月
か
ら

準
備
を
お
願
い
し
、
関
係
者
の
努
力
で
こ
こ
に
発

刊
を
み
る
に
至
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
町
史
が
よ
り
多
く
の
町
民
並
び
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
々
に
愛
読
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
発

刊
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。�

「庄川町史続巻」の内容は　　　

商
業
商
業�

１
、
商
工
業
の
現
況
と
課
題�

２
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
タ
ウ
ン
の
充
実�

３
、
庄
川
木
工
業
の
振
興�

４
、
ゆ
ず
加
工
新
製
品
開
発�

１
、
観
光
の
町  

庄
川�

２
、
水
記
念
公
園
の
充
実�

３
、
緑
化
と
桜
保
存
の
推
進�

商
業�

１
、
人
口
減
と
そ
の
課
題�

２
、
人
口
増
対
策
と
若
者
の
定
着�

３
、
住
宅
団
地
の
造
成�

４
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り�

１
、
学
校
教
育
と
施
設
の
充
実�

２
、
社
会
教
育
か
ら
生
涯
学
習
へ�

３
、
芸
術
文
化
の
伸
展�

４
、
国
内
外
と
の
交
流�

５
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
施
設
の
充
実�

６
、
国
体
剣
道
大
会�

観
光
観
光�

観
光�

人
口
人
口�

人
口�

文
化
文
化�

文
化�

こ
れ
ら
の
他
に
、
年
表
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。�



全国体育指導委員功労者表彰受賞�

第34回 日 展�

辻　志郎氏が�
文部科学大臣賞を受賞�

第34回 日 展�

辻　志郎氏が�
文部科学大臣賞を受賞�

4H14年／12月号�

　
辻
　
志
郎
氏（
日
展
評
議
員
）

の
作
品
「
未
来
」
が
、
東
京
都

美
術
館
で
開
か
れ
て
い
る
第
34

回
日
本
美
術
展
覧
会（
日
展
）の
、

本
展
覧
会
彫
刻
部
門
に
お
い
て

文
部
科
学
大
臣
賞
と
い
う
最
高

賞
に
輝
か
れ
ま
し
た
。�

　
「
未
来
」
は
高
さ
２
メ
ー
ト

ル
、
木
彫
の
男
性
裸
像
で
、
力

を
蓄
え
次
の
段
階
へ
と
駆
け
出

す
直
前
の
姿
を
力
強
く
表
現
し

気
迫
に
満
ち
た
作
品
で
あ
り
、

緊
張
し
た
空
間
を
見
事
に
醸
し

出
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
辻
先
生
は
「
爆
発
す
る
直

前
の
力
強
さ
を
込
め
た
て
製
作

し
た
思
い
が
伝
わ
り
本
当
に
う

れ
し
い
。
」
と
話
さ
れ
て
い
る
。�

　
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。�

「未来」�

　
寺
井
武
彦
さ
ん（
五
ケ
）が
全
国
体
育
指

導
委
員
連
合
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
寺
井
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
以
来
32
年
間
、

町
体
育
指
導
委
員
と
し
て
町
並
び
に
地
区

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
献
身
的
な
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
10
年
４

月
か
ら
は
町
体
育
指
導
委
員
協
議
会
会
長

と
し
て
、
常
に
広
い
視
野
か
ら
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
・
普
及
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。�

　
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。�



三世代お口さわやか大賞優秀賞受賞�

日本赤十字社富山県支部より�
感謝状�

富山県知事表彰受賞�
（厚生部門功労）�

金屋ゆず生産組合�
農山漁村いきいきシニア活動表彰奨励賞受

5 H14年／12月号�

　
稲
塚
奈
実
子
ち
ゃ
ん
（
４
歳
・

古
上
野
）
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
南
部

た
か
子
さ
ん（
青
島
）は
、
11
月
８

日
、
県
庁
に
お
い
て
「
い
い
歯
の

日
」
第
５
回
三
世
代
お
口
さ
わ
や

か
大
賞
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
賞
は
、
む
し
歯
が
な
い

お
孫
さ
ん
と
、
お
孫
さ
ん
を
む
し

歯
に
し
な
い
た
め
の
取
り
組
み
を

し
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

今
は
亡
き
南
部
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

昔
事
故
で
自
分
の
歯
を
失
っ
た
経

験
か
ら
、
歯
の
大
切
さ
を
い
つ
も

お
孫
さ
ん
に
話
し
な
が
ら
、
歯
の

仕
上
げ
み
が
き
を
す
る
な
ど
家
族

皆
で
熱
心
に
む
し
歯
予
防
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
皆
さ
ん
も
丈
夫
な
歯
を
育
て
る

習
慣
づ
く
り
に
心
掛
け
、
家
族
ぐ

る
み
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。�

　
社
団
法
人
農
山
漁
村
女
性
・
生

活
活
動
支
援
協
会
主
催
の
平
成
14

年
度
農
山
漁
村
い
き
い
き
シ
ニ
ア

活
動
表
彰
に
お
い
て
、
金
屋
ゆ
ず

生
産
組
合
が
富
山
県
代
表
と
し
て

奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
昭
和
56
年
に
組
合
を
設
立
さ
れ

栽
培
技
術
の
向
上
・
生
産
販
売
体

制
の
整
備
を
進
め
組
合
員
の
高
齢

化
の
進
展
に
伴
い
連
帯
感
が
深
ま

り
共
同
生
産
体
制
に
よ
り
ゆ
ず
の

品
質
向
上
・
生
産
量
増
加
が
図
ら

れ
、
ゆ
ず
ま
つ
り
等
地
域
の
活
性

化
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

　
今
後
、
組
合
が
益
々
発
展
さ
れ

る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
ど
大
浦
正
枝
さ
ん
が
日

本
赤
十
字
社
富
山
県
支
部
よ
り
感

謝
状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
博

愛
人
道
の
精
神
に
基
づ
き
、
「
庄

川
町
赤
十
字
奉
仕
団
」
が
昭
和
58

年
に
結
成
さ
れ
た
当
初
か
ら
委
員

長
と
し
て
地
域
福
祉
の
増
進
や
赤

十
字
事
業
の
推
進
に
永
年
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
対
し
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。�

　
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。�

　
11
月
12
日
、
富
山
県
健
康
づ
く

り
大
会
に
お
い
て
、
冨
樫
彰
男
さ

ん
が
町
国
保
運
営
協
議
会
委
員
と

し
て
18
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
な
運

営
に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

富
山
県
知
事
表
彰
（
厚
生
部
門
功

労
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。�



税に関する作品に庄川
中 学 生 が 多 数 受 賞 �

新しく民生委員に
なられた方を�
ご紹介します�

庄川町
美術展覧会審査結果

第39回�

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 一般の部 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�
●絵画部門�
最優秀賞　庄川町長賞・北日本新聞社賞 松本　  林三�
優 秀 賞　エフエムとなみ賞 杉森  美智子�
準優秀賞　画材たんぽぽ賞 安達　  島幸�
●彫刻部門　該当者なし�
●工芸部門�
最優秀賞　庄川町議会議長賞・北日本新聞社賞 南　　  佳作�
優 秀 賞　エフエムとなみ賞 杉森　  長�
準優秀賞　画材たんぽぽ賞 南部　  進�
●書部門�
最優秀賞　庄川町教育委員会賞・北日本新聞社賞 雄川　  法子�
優 秀 賞　エフエムとなみ賞 岩本  美智子�
準優秀賞　画材たんぽぽ賞 松井　  彩子�
●写真部門�
最優秀賞　該当者なし�
優 秀 賞　庄川美術館長賞・エフエムとなみ賞 村井　  一仁�
準優秀賞　画材たんぽぽ賞 山田　  恒夫�
●手芸部門�
最優秀賞　庄川町美術協会長賞・北日本新聞社賞 高橋  喜代美�
優 秀 賞　エフエムとなみ賞 横井　  珠美�
準優秀賞　画材たんぽぽ賞 小西　  冨美�

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 幼児の部 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�
●絵画部門　奨励賞　いしくろ  かんた、きただ  みどり、�
　　　　　　　　　　かとう  すみお、さかした  まゆな�

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 児童の部 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�
●絵画部門　奨励賞　米道　  暁、川原  　一晃、�
　　　　　　　　　　中村　  法貴�
●  書  部門　奨励賞　有澤　  美桜、安谷　  明莉、�
　　　　　　　　　　齊藤　  麗美、堀金　  大了、�
　　　　　　　　　　田形　  仁一�
●手芸部門　奨励賞　坂本　  茜�

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 生徒の部 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�
●絵画部門　奨励賞　山本　  祥代、上島  麻里絵�
●彫刻部門　奨励賞　山本　  美鈴、細川　  諒輔、�
　　　　　　　　　　藤井  美由紀、藤森　  美穂�
●手芸部門　奨励賞　斉藤　  隼平、松田　  拓也、�
　　　　　　　　　　有澤　  夏恵�

6H14年／12月号�

　
11
月
11
日（
月
）砺
波
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
納
税
表
彰
式
に

お
い
て
、
砺
波
税
務
署
管
内
中
・

高
校
生
を
対
象
に
募
集
さ
れ
た

「
税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
」

の
作
品
の
中
か
ら
、
庄
川
中
学
校

の
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）�

中
学
生
ポ
ス
タ
ー
の
部�

﹇
砺
波
税
務
署
長
賞
﹈�

　
金
賞
　
山
本
　  
明
奈
（
３
年
）�

﹇
北
陸
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞
﹈�

　
金
賞
　
上
島  

麻
里
絵
（
３
年
）�

　
銀
賞
　
吉
田
　  

真
美
（
３
年
）�

　
銅
賞
　
菊
池
　  

優
理
（
３
年
）�

　
　
　
　
森
田
　  

真
理
（
３
年
）�

　
　
　
　
吉
藤
　  

真
紀
（
２
年
）�

　
佳
作
　
石
黒
　  

絵
里
（
３
年
）�

中
学
生
作
文
の
部�

﹇
北
陸
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞
﹈�

　
金
賞
　
京
部
　  

真
央
（
２
年
）�

﹇
砺
波
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
﹈�

　
金
賞
　
武
田  

瀬
理
奈
（
２
年
）�

　10・11区の担当民生委員児童委員として、庄川町示野10‐2の奥田 鶴子
さん（連絡先　82－3201）が委嘱されることになりました。地域福祉の
相談役としてよろしくお願いします。�
　尚、７年余りの民生委員児童委員活動をして頂いた寺林　清さんに
おかれましては、長きに渡り地域のためご尽力なされ大変有難うござ
いました。�

山
本
　
明
奈（
３
年
）�

上
島
麻
里
絵（
３
年
）�



農林産物品
評会表彰者

第47回�

除雪に関する問い合わせ先�

・国道156号　国土交通省高岡国道維持出張所�
� 　0766‐23‐6776�
・国道471号、県道　富山県砺波土木センター�
� 　0763‐22‐3526�
・町道、消雪施設　役場産業建設課�
� 　0763‐82‐1904

7 H14年／12月号�

金　　　賞（19点）�
庄川町長賞�
庄川町議会議長賞�
となみ野農業協同組合長賞�
金屋ゆず生産組合長賞�
砺波農業改良普及センター所長賞�
庄川町農業技術者協議会長賞�
富山県農林漁業振興会長賞�
富山県野菜協会長賞�
富山県主要農作物種子協会長賞�
富山県農業会議会長賞�
富山県農業共済組合連合会長賞�
砺波広域圏事務組合農業共済センター所長賞�
全国農業協同組合連合会富山県本部運営委員会長賞�
全国共済農業協同組合連合会富山県本部運営委員会長賞�
富山県米麦改良協会長賞�
砺波地区米麦改良協会長賞�
富山新聞社賞�
北日本新聞社賞�
北陸中日新聞社賞�

品 名�
ゆ ず �
ね ぎ �
里 芋 �
ゆ ず �
ゆ ず �
ゆ ず �
ゆ ず �
里 芋 �
種 籾 �
大 根 �
大 豆 �
柿�

赤かぶ�
白 菜 �
種 籾 �
種 籾 �
ゆ ず �
ゆ ず �
ゆ ず �

受賞者�
井 田 久 翁 �
藤 永 静 雄 �
伊 東 正 吉 �
了 安 泰 司 �
岩 田 愛 子 �
但 田 篤 郎 �
辻 　 明 子 �
武 田 秋 子 �
島 田 秀 雄 �
中 嶋 雅 美 �
藤 井 　 稔 �
藤 井 芳 博 �
庄自然にしたしむ会�
柴 田 文 和 �
柴 垣 健 治 �
田 中 　 稔 �
横 井 健 二 �
斉 藤 宏 樹 �
松 井 柾 樹 �

出展数 １７３�

◎除雪出動基準は・・・�
　原則として、新降雪深10㎝以上に達し、降雪状況・
気象情報からさらに雪が降り続く恐れのあるとき
早朝除雪します。�
◎雪対策延長は・・・�
　本年度の車道機械除雪延長は約85㎞、消雪施設
延長は約40㎞を計画しています。�

◎歩道除雪　�
　市街地における歩行者の安全な歩行と、児童生
徒の通学路確保のため、歩道除雪を行います。�
◎凍結防止　�
　冬期間の路面凍結時に危険となる主要場所（急勾
配、急カーブ等）については、凍結防止剤を散布し
ます。�
◎消雪施設について�
　各町内に設置してある消雪施設の管理は、除雪
実施班長（区長）にお願いしてありますので、ノズ

ルが詰まったり取水水源にゴミがかかったりした
場合は、各町内で対処をお願いします。�
　また、対処できない故障等については、役場産
業建設課までご連絡ください。�
◎円滑な除雪のため町民の皆さんのご協力を�
◆除雪車走行の妨害となる路上駐車はやめましょう。�
◆路上への投雪はやめましょう。�
◆流雪溝への投雪は、水が溢れないように計画的
　に行いましょう。�

町では、冬期間の円滑な道路交通網を確保するため、今冬も民間機械
及び町有機械合わせて２６台で、車道や市街地の歩道を除雪します。�

　11月16日（土）、17日（日）の両日、
水記念公園で第15回庄川町ゆずま
つりが開催されました。�
　晴天に恵まれ、特産の庄川ゆず
を求めて約4万人の来客者で賑わ
いました。�
　また、ふれあいプラザ内の第47
回農林産物展示会やお米の相談・
お米カレンダー作成コーナーも、
とても好評でありました。�



市町村合併に
つ い て 考 え �
ましょう　　�

● シリーズ ●�

　各地区の自治振興会は、議会と
共に各地区で町長を招き、合併懇
談会を１０月末の種田地区を初め、
青島地区、東山見地区、雄神地区で
開催されました。その間も砺波地
域の状況は大きく変化しています。�
　今後も町長と共に私も出前口座
に出かけますので、気軽にご連絡
ください。�

8H14年／12月号�

http://www.town.shogawa.toyama.jp/

合併懇談会の概要�
町長のあいさつ�
　平成の合併は、合併協議会で充分調整
をしながら進めることが原則です。仮
に合併する市町村内に懸念される事項
があれば、それを解消する努力をすべきです。しかし
調整がつかないことは新たな市に引き継ぎ継続して
検討をすることになります。砺波広域圏内10市町村
はいずれの市町村も合併を考えています。�
　私は町民が安全で安心して暮らせるまちづくりを
考え、将来に誤りのない判断をするためにも合併に関
しては、さまざまな団体や個々の地域でこれからも皆
さんと話し合いを続けていきます。�

□合併しても市町村職員の身分は法律で保障されて
いるため、人件費の削減にならずデメリットでないか。�
　市町村合併によって、いきなり職員をリストラする
ことはない。自然退職によって減少することになる。
しかし計画的に職員を減らすよう管理適正化計画を
立てて職員の規模の適正化に努める。�
　合併の期日をもってやめるのは特別職や議員など
であるが、議員については特例法に基づき対応はさま
ざまである。�

□将来にわたり庄川町が単独で財政的にやっていけ
るかどうか。�
　日本一を目指すものを造ることが町民を幸せにで
きることではないと思う。日本の人口が減少すると
予測されているが、町も同様である。これでは町の財
政力の向上や活力を生み出す勢いを望めない。現状
の行政サービスを落とさずに維持をすることを仮定
した行政運営をすると平成20年度台には赤字となる
見通しとなった。これは近隣いずれの町村も同様で
あろう。�

□市町村合併は議会が決めるのか。どのような意思
決定で進められるのか。�
　町長が提案し、議会が議決する。住民投票は特に実
施すべき義務はない。�
　町議会議員も個人的な意見ではなく、地区住民の声
を反映して合併に関する議決に望まれるものと思う。�

□なぜ平成17年までに合併する話になったのか聞き
たい。�
　法改正は平成７年に示され、国は延長する考えのな
いことを明確に示していた。このため町としてはこ
の期限内に特例を受けて合併を推進したいと説明し
てきた。�

□合併に反対である。しかし合併のメリットも理解
できた。今後可能な職員削減を実施して、将来どの
ような試算で行政運営が可能かという資料や合併後
にどれだけの事ができるかという試算も示してほしい。
また10年後、議員が減り庄川町の意見が通らなくな
ることがデメリットだと思う。�

　データを示すことばかりで、合併の是非を理解して
いただけるか気がかりである。総括的に判断し、でき
るだけ短い時間で詳しく説明するようにしている。
議員が地域の代表として陳情するという時代ではない。
地域の要望は自治振興会という組織を通じる事で十
分町民の声が行政に反映されることになる。合併し
大きくなることで数年後には別の面でよかったとい
うことがあるはずである。現実に目に見えるデメリ
ットについてのみこだわることなく、突き進むべきで
あると考えるべきでしょう。�

□砺波広域圏はこれまでどおりと思うが、仮に今回
の合併から外れた町村についてはどうなるのか。�
　これまで、広域行政として共通する事務は今後も堅
持すべきである。なお、広域圏計画を実施して行くこ
とと、市町村が合併して新たな建設計画を作ることは
別のことである。�

□学校のスクールバスの運行について、各自治体に
よってまちまちな対応である。合併後はどうなると
考えておられるか。�
　庄川町として存続させるよう、強く訴えていく。�

□最終的に庄川町が進むべき決定方法を現時点でど
う考えているか。�
　重要な問題である。平成15年３月末か４月には法
定の合併協議会を立ち上げないと合併するには間に
合わないといわれている。これに参加することは町
長が提案し、議会の議決を賜わることになる。しかし、
突然、法定協議会を立ち上げることができないので、
その準備に任意の合併協議会を平成15年早々に立ち
上げるべきであろうが、いずれにしても議会に説明し
なければならないことである。�

□庄川町は砺波市を含む合併と砺波市を含まない町
村だけの合併のどちらを選択するのか、どのように
住民の意向を聞いて進めようとしているか。�
　現時点では、砺波広域圏10市町村10万人都市を作る
ことが一番望ましいと考えている。庄川町は他町村
とは違い砺波市との境界は複雑に入り組みいろいろ
な行政運営に支障をきたしているので、この機会に解
消したい。�
　各地区の町民の生活実態からみても砺波市を含む
枠組みが自然である。いずれにしても最終的には議
会と共に町民の意向を尊重する。�



「
流
木
作
業
に
つ
い
て
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
紋
四
郎（
三
谷
）�
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―  

50
年
を
振
り
返
っ
て  

―�

流木風景（昭和６年）�

木材の切出作業（昭和初期）　大井さんより提供�

轟音とともに「鉄砲出し」（昭和初期）�

　
越
中
西
部
に
お
け
る
材
木
集
散

の
中
心
地
で
あ
っ
た
庄
川
に
お
け

る
流
木
の
歴
史
は
古
く
、
飛
騨
か

ら
幕
府
の
用
材
が
川
下
げ
さ
れ
る

と
き
に
は
、
町
で
筏
に
組
ま
れ
て

伏
木
へ
運
ば
れ
た
。
そ
ん
な
加
賀

藩
の
木
蔵
が
あ
っ
た
庄
川
町
に
は

多
く
流
木
作
業
に
携
わ
る
人
々
が

お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
伐

採
・
流
木
に
従
事
さ
れ
た
方
の
生

活（
昭
和
初
期
）に
つ
い
て
大
井
紋

四
郎
さ
ん（
三
谷
）に
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。�

　
昭
和
初
期
当
時
は
、
も
ち
ろ
ん

庄
川
町
に
も
流
木
作
業
の
仕
事
は

あ
り
ま
し
た
が
、
よ
り
良
い
職
場

を
求
め
全
国
を
ま
た
に
か
け
仕
事

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
町

と
姉
妹
都
市
交
流
を
し
て
い
る
北

海
道
鵡
川
町
を
流
れ
る
鵡
川
の
上

流
を
は
じ
め
、
樺
太
、
京
都
丹
波

方
面
、
三
重
方
面
、
静
岡
方
面
な

ど
で
流
木
作
業
に
従
事
さ
れ
特
に
、

伐
採
・
造
材
に
携
わ
れ
て
い
ま
し

た
。�

　
樺
太
で
の
作
業
の
時
は
、
何
十

時
間
も
か
け
仕
事
に
行
か
れ
た
そ

う
で
す
。
汽
車
で
青
森
ま
で
行
き

青
函
連
絡
船
に
乗
船
し
、
函
館
で

一
泊
。
そ
し
て
小
樽
ま
で
進
み
さ

ら
に
船
に
乗
船
し
て
や
っ
と
樺
太

に
到
着
。
こ
こ
か
ら
が
ま
た
大
変

で
す
。
当
然
、
伐
採
・
造
材
す
る

場
所
と
い
う
の
は
山
奥
に
あ
る
の

で
距
離
は
長
く
、
道
は
狭
く
悪
路
、

さ
ら
に
崖
淵
と
い
っ
た
環
境
で
、

そ
ん
な
道
の
り
を
４
〜
５
時
間
か

け
て
歩
い
て
上
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
殆
ど
で
し
た
。
作
業

も
そ
う
い
っ
た
環
境
上
で
行
う
の

で
危
険
で
あ
る
し
、
樺
太
の
春
な

ど
は
マ
イ
ナ
ス
気
温
に
な
る
こ
と

は
珍
し
く
な
く
、
そ
ん
な
寒
さ
の

中
で
の
作
業
は
現
代
人
に
は
到
底

想
像
も
で
き
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。�

　
庄
川
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
も
流

木
作
業
で
山
奥
に
入
り
作
業
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
戦
争
が
始
ま
り
、

大
井
さ
ん
も
召
集
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
20
年
の
富
山
大
空
襲
が
あ
っ

た
時
は
、
富
山
市
に
配
属
さ
れ
て

い
た
の
で
悲
運
に
も
空
襲
を
経
験

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
『
あ
っ
』
と
い
う
間
に
街
は

火
の
海
に
な
り
神
通
川
に
架
か
る

橋
は
10
〜
15
分
く
ら
い
で
焼
け
落

ち
た
。
終
戦
後
は
、
世
の
中
全
体

が
困
窮
し
て
い
た
が
日
本
復
興
の

力
に
呼
応
す
る
よ
う
に
再
び
全
国

各
地
に
流
木
作
業
の
仕
事
に
行
か

れ
ま
し
た
。�

　
山
の
作
業
は
、
絶
え
ず
危
険
に

さ
ら
さ
れ
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に

時
代
も
混
迷
極
ま
り
な
い
状
況
の

中
で
今
の
平
和
な
時
代
に
生
き
る

私
達
に
は
到
底
、
理
解
で
き
な
い

こ
と
で
す
。
経
験
し
た
人
意
外
に

は
決
し
て
わ
か
ら
な
い
苦
悩
が
そ

こ
に
は
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
今
の
世
の
中
が
あ
る
の
は
、

先
人
の
苦
し
い
時
代
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。�



庄川郵便局�
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関西電力�
庄川電力所�

青島�
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コンビニ�

町民体育�
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や
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① 二万石用水沿線水辺環境整備工事�

② 東山見保育所改修工事�

③ 町道第１２号線改良工事�

④ 町道第２６号線他交通安全工事�

新しくなりました！！ ～まちの工事完成～�新しくなりました！！ ～まちの工事完成～�

10H14年／12月号�

施工前�施工前� 施工前�施工前�

施工前�施工前�

施工後�施工後� 施工後�施工後�

施工後�施工後�

　毎年除雪などにより消えかけた道路の
中央線や外側線、交通安全上必要な停止
線や止まれ標示を整備しました。また車
の通行上の危険を防ぐため、ガードレー
ルやカーブミラーも整備しました。�

　平成14年7月から着工した東山見保育所改
修工事が11月に完了しました。保育室や保健
室の増設、トイレ・職員室の改修など延長保
育などに対応するための準備を行いました。�

　平成11年度より着工しまし
た町道第12号線改良工事（第1
～13工区）は今年7月末に完成

しました。この路線は、国道156号より温泉旅館街へ観光客を誘導
する広域観光道路のほか、水記念公園拡張事業を支援するアクセス
道路として整備してまいりました。今まで路線バスや観光バスのす
り替えも困難であり、観光シーズンやイベント時においては大渋滞
をひきおこし観光施設へのアクセス機能を果たせない状況でしたが、
工事完了を機にこのような問題がようやく解消しました。�

　平成12年度より着工しました二万石用水沿線
水辺環境整備工事（第1～5工区）は今年10月末
に完成しました。この整備は、既設の町道27号
線（27区裏～青島工業団地）及び75号線の路肩に
植栽（ハナミズキ）、構造物（大型ブロック等）を
施工し、道路幅員の拡幅と用水沿線の景観に配
慮した工事となっています。�

施工前�施工前�

施工後�施工後�
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国
土
交
通
省
が
策
定
し
た
第
５
次
全

国
総
合
開
発
計
画「
二
十
一
世
紀
の
国
土

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」に
は
、「
多
自

然
居
住
地
域
の
創
造
」「
大
都
市
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
地
域
連
携
軸
の
展
開
」「
広

域
国
際
交
流
圏
の
形
成
」の
４
つ
の
戦
略

の
ね
ら
い
の
ほ
か
に
、
地
域
づ
く
り
に

主
体
的
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
や
様
々

な
民
間
主
体
等
が
４
戦
略
に
沿
っ
た
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
施
策
の
方
向
、

さ
ら
に
、
本
指
針
に
示
さ
れ
た
考
え
方

に
沿
っ
て
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め
の
国
の
施
策
の
方
向
な
ど
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。�

　
定
着
者
を
増
や
す
従
来
の
地
域
政
策

か
ら
多
く
の
人
々
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ

う「
交
流
都
市
・
交
流
人
口
」重
視
へ
と
国

土
開
発
の
方
針
も
転
換
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
で
は
、
観
光
客
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し

て
訪
れ
る
街
は
こ
れ
ま
で
の
観
光
地
と

ど
こ
が
違
う
の
か
、
ま
た
、
モ
ノ
離
れ

し
た
消
費
者
の
消
費
行
動
に
ど
の
よ
う

に
対
応
す
れ
ば
い
い
の
か
を
既
存
の
観

光
情
報
誌
の
タ
イ
ト
ル
を
参
考
に
し
て

み
ま
す
と「
見
る
・
食
べ
る
・
遊
ぶ
」の
末

尾
文
字
を
並
べ
て「
る
る
ぶ
」と
銘
打
っ

て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
滞
在
時
間
を
楽
し
く
過
ご

せ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
観
光
客
の

消
費
行
動
の
視
点
か
ら
四
つ
の
要
因
づ

く
り
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

①
景
観
・
回
路
・
画
廊
等
、
視
覚
で
感

じ
る
こ
と
を
提
供
す
る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

構
想
。」�

②
旬
の
食
材
・
お
い
し
い
食
事
等
、
味

覚
を
感
じ
る
こ
と
を
提
供
す
る
「
グ
ル

メ
構
想
。」�

③
文
化
・
伝
統
・
工
芸
体
験
等
、
非
日
常
空

間
の
体
験
を
提
供
す
る「
ギ
ア
構
想
。」�

④
広
場
・
温
泉
・
商
店
街
・
な
ん
で
も
市
・
イ

ベ
ン
ト
等
、
人
が
集
ま
り
交
流
す
る

場
を
提
供
す
る「
ギ
ャ
ザ
ー
ネ
ス
構
想
。」�

　
こ
の
提
案
が
実
現
し
た
時
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
個
性
的
な
地
域
間
の「
連
携
」と

「
交
流
」に
よ
る
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。�

　
交
流
人
口
滞
留
回
遊
の
モ
デ
ル
成
功

例
と
し
て
、
湯
布
院
、
長
浜
、
川
越
、

小
布
施
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
我
が

庄
川
町
も
市
町
村
合
併
以
後
も
特
色
あ

る
個
性
豊
な
全
国
に
代
表
さ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。�

｢

交
流
人
口
（
時
間
消
費
型
）
ま
ち
づ
く
り
を
！｣�

町政モニター�

嶋田  数男�
（天正）�

７０歳以上の高齢者の方へ�
　平成14年10月1日から健康保険法の改正により、
70歳以上の高齢者の自己負担がかわりました。�

外来限度額�
（個人ごとに適用）�

自己負担限度額�
入院世帯限度額�
外来・入院をあわせた世帯
の限度額�

72,300円＋�
〔（医療費－361,500円）×1％〕�

（40,200円）�
40,200円�

12,000円�

8,000円�

40,200円�

24,600円�

15,000円�

所　得　段　階�

一定以上所得者�

一　　　　　般�

低所得者�
（住民税非課税）�低所得者Ⅰ�

低所得者Ⅱ�※1

※�

※2

●外来で、１ヶ月の医療費の負
担額の合計が、上の表の金額
を超えましたら、印鑑、通帳
を持参のうえ、高額医療費の
申請にお越しください。�

※（　）内は、12ヶ月間に４回以上高
額医療費の支給をうける場合の４
回目からの限度額です。�

住民税非課税世帯の方は、
申請により自己負担額減
額認定証が交付されます。�

※１／低所得者Ⅱ　世帯主及び世帯全員が住民税非課税の人をいいます。�
※２／低所得者Ⅰ　世帯主及び世帯全員が住民税非課税で、かつ、各種所得等から必要経　
　　　　　　　　　費・控除を差し引いた所得が０円となる世帯に属する人をいいます。�

　上記にあげた低所得者Ⅰ及びⅡに該当すると思われる方は、役場住民課保険衛生係へ申請
してください。「限度額適用・標準負担額減額認定証」が交付され、医療費の負担が上の表
の金額に軽減されます。�



◆開館時間 火～木曜日　　9：30～18：00�
 金　曜　日　　9：30～20：00　�
 土・日曜日　　9：30～16：00�

◆休 館 日 月 曜 日　　  9日、16日、23日�
 振替休館　　24日�
 年末年始　　12月28日～1月6日�

◇◇ビデオ等の寄贈◇◇�

　沢田純三氏より「昭和と戦争」ビデオ全8巻、「平家物語」
CD全12巻を寄贈していただきました。ありがとうございました。�

小 説 �
�
�
�
�
�
�
�
�
エッセイ�
一般書�
�
�
�
�
�
児童書�

幽霊温泉�
十津川警部姫路・千姫殺人事件�
�
石に泳ぐ魚�
ダーク�
異形の将軍　上・下�
聖家族のランチ�
人生は素晴らしいものだ�
�
こころの羅針盤�
生きるのが楽しくなる15の習慣�
�
元気です、17歳�
宮本武蔵の『五輪書』が面白いほどわかる本�
�
食べるな危険！�
ハリー・ポッターと炎のゴブレット  上・下�
�
もりいちばんのおともだち�

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

公
民
館
掲
示
板�

赤川　次郎�
�

西村　京太郎�
柳　　美里�
桐野　夏生�
津本　　陽�
林　真理子�

�
オグ・マンディーノ�
五木　寛之�

�
日野原　重明�
井上　美由紀�

�
細谷　正光�
日本子孫基金�

�
Ｊ．Ｋ．ローリング�

�
ふくざわゆみこ�

ほか多数�

初売り�

水記念公園特産館・ウッドプラザ水記念公園特産館・ウッドプラザ�水記念公園特産館・ウッドプラザ�

1月4日10時
よ
り�

◆
東
山
見
公
民
館�

◎
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作
成�

　
（
小
学
生
対
象
）�

講
　
師
　
ジ
ェ
イ
ワ
ン
砺
波
ス
ク
ー
ル�

と
　
き
　
12
月
７
日（
土
）�

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時�

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

◆
雄
神
公
民
館�

◎
町
民
大
学
雄
神
会
場�

　
「
し
め
飾
り
作
り
」�

講
　
師
　
菊
池
武
雄
　
氏�

と
　
き
　
12
月
23
日（
月
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜�

と
こ
ろ
　
雄
神
集
会
セ
ン
タ
ー�

◎
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
小
学
生
）�

と
　
き
　
12
月
14
日（
日
）�

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時�

と
こ
ろ
　
雄
神
体
育
館�

�

天皇誕生日�

小学校・中学校終業式�

一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
冬季休業（～1月7日）　小学校�
中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�
集合税第7期納期限�

法律相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
　（要予約 　　　82－3520　町社会福祉協議会まで）�

消防歳末特別警戒（～31日）　 各分団屯所�

元　旦�

庄川町消防団消防出初式　10：00～　庄川町役場前�
水記念公園特産館・ウッドプラザ「初売り」　10：00～�

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

３１�

1/1�

2�

3�

4�

5

12/5～1/5

H14年／12月号� 12

■新着図書�

※この他の新着図書は、町ホームページで紹介しています。�

「情の力」 五木  寛之 著�
いまの日本人に大切なのは「情」で
はないか。「上半身が愛で下半身が
情である」「こころ萎えるときには、
大きなため息をついてみる」といっ
た日本人のこころのエッセンスがつ
まった極限を生きる１００のヒントを
紹介する。�



PM1：00～1：30�

AM9：30～12：00�

AM10：30

㈭
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㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

〈一般診療〉�
12月15日（日） 井波中央クリニック （井波） 　82－0075�

12月22日（日） 平 川 医 院 （庄川） 　82－3812�
12月23日（月） 福野厚生病院 （福野） 　22－3555�
12月29日（日） ふくの若葉病院 （福野） 　23－1011�
12月30日（月） 細川産婦人科クリニック （福光） 　52－2000�
12月31日（火） 正 木 医 院 （福光） 　52－0876�
  1月  1日（水） 松田外科医院 （城端） 　62－2168�
  1月  2日（木） 山見内科医院 （井波） 　82－8200�
  1月  3日（金） 吉岡整形外科 （福野） 　22－7700�
  1月  5日（日） 安達外科医院 （福野） 　22－2123�
〈歯科診療〉�
12月15日（日） 山本歯科医院 （福野） 　22－4455�
12月22日（日） 細川歯科医院 （城端） 　62－0250�
12月23日（月） 中尾歯科医院 （福野） 　22－2489�
12月29日（日） 北川歯科医院 （福野） 　22－7336�
12月30日（月） 細川歯科医院 （城端） 　62－0250�
12月31日（火） 近川歯科医院 （城端） 　62－2711�

  1月  1日（水） 野田歯科医院 （小矢部） 　68－0388�

  1月  2日（木） 渡辺歯科医院 （小矢部） 　61－2002�

  1月  3日（金） 上田歯科医院 （小矢部） 　67－0250�

  1月  5日（日） 山田歯科医院 （小矢部） 　67－6000

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

3か月児健診�

健 康 相 談 �

離乳食相談�

H1 4 . 9月生�

希 望 者 �

H14.3～4月生�

　�

�

　�

12月24日�

毎週金曜日�

1月10日�

砺波厚生センター�

保健センター�

青島児童館�

人権相談�
お気軽にご相談ください�

相談日時　12/４　・５　・６　・９　・10　�
　　　　　午前9時～午後4時�

場　　所　富山地方法務局砺波支局�
※相談料は無料です。秘密は厳守いたします。�

～日曜議会～�
 日　時　12月15日　　9：00～�

 場　所　議場� 子ども放送局　番組予定�

「夢スタジオ」�12/14�
（土）�

12/21�
（土）�

時　間　10：30～15：30�
場　所　図書館 児童室�

ナチュラリストの�
Ｃ．Ｗ．ニコルさんのお話を聞こう�

子ども編集委員企画番組�

（元野村病院）�

（0766）�

（0766）�

（0766）�

（0766）�

（水）�

（火）�

（金）�

（木）�（金）�（月）� （火）�

（日）�

◆
種
田
公
民
館�

◎
町
民
大
学
種
田
会
場�

　
「
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
」�

　
　
　
　
生
花
で
た
の
し
い
生
活�

講
　
師�

　
富
山
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル�

　
　
　
　
　
　
坂
井
朱
美 

氏�

と
　
き
　
12
月
25
日（
水
）�

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時�

と
こ
ろ
　
種
田
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー�

◎
町
民
大
学
種
田
会
場�

　
パ
ソ
コ
ン
教
室�

　
「
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作
成
」�

講
　
師�

　
ジ
ェ
イ
ワ
ン
砺
波
ス
ク
ー
ル�

と
　
き
　
12
月
10
日（
火
）・
11
日（
水
）�

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時�

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
議会全員協議会　10：00～　役場第2会議室�

自治振興会区長会　15：00～　福祉センター�

第31回町民卓球大会　8：30～　町民体育センター�

�
�
�
子育て相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

介護相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

住宅改造相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

12月議会定例会（初日）　10：00～�

�
鮎っ子杯争奪第6回砺波地区女子バレーボール大会�
　　　　　　　　　　　　　9：00～　町民体育センター 他�
中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

人権相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

建設委員会　10：00～�

総務委員会　10：00～�
行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

女性問題相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
給食終了　小学校�
保護者会（～20）　中学校�

12月議会定例会（最終日）　14：00～�
保護者会　小学校�

１２/５�

6�

7�

8�
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１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

くらしのカレンダー�

■健診・相談・予防接種のお知らせ■�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
■日曜・祭日連絡医院■�
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１２月議会定例会（２日目）代表・一般質問�
�



元気っ子庄川っ子元気っ子庄川っ子

　11月10日“ししゃもあれとぴあinむかわ”
が開催され、鵡川町の特産品であるししゃ
も等を求めた約3,000人の観光客で賑わいま
した。このイベントは、ししゃもが鵡川に
遡上するこの時期、ししゃもをはじめ鵡川
町の特産品のすばらしさを多くの方に知っ
てもらうことを目的として今年で３回目に
なります。�
　このイベントに、金屋ゆず生産組合から
３名、町職員１名が庄川町の特産品である“ゆ
ず”をＰＲするため来町されました。鵡川町
でのこれまでのＰＲの成果か“生ゆず”や“ゆ
ずみそ”などを買い求めに来られる方も多く
みうけられました。また、鵡川温泉四季の
湯での“ゆず湯”も好評であるようです。�
　庄川町では、ゆずまつりで鵡川町特産の“し
しゃも”を販売してきましたが、年 “々本物
のししゃも”がわかってもらえるようになり
ました。今後もお互いの特産品をＰＲしな
がら、北海道鵡川町と富山県庄川町をより
多くの方に知っていただきたいものです。�

鵡川町派遣職員　菊池  紀明（庄川町総務課主任）�
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ししゃもあれとぴあ�
　　　　in むかわ�

国  際�
No.９３�

むかわ�
No.７９�

ローラのアメリカ�
あれこれ②�

　ゆず香ちゃんが、「日本語につい
て」インタービューしました。�
ゆず香　日本語は難しいと言われますが、
ローラさんはどうですか？�
ローラ　テキサス大学で4年間日本語を勉強しま
したが、とても難しかったです。例えば敬語は英
語にはないので、その使い方にたいへん困りま
す。「書く」「書きます」「お書きする」など相手
によって使い分ける時、いつも頭を悩ませてい
ます。�
ゆず香　漢字はどうですか？�
ローラ　日本の新聞を読むには、約2000語の漢
字の知識が必要だと言われますが、私は700語
くらいなら分ります。英語のアルファベットは
26文字ですが、日本語では、ひらがな・カタカナ
それぞれ49の文字を覚えなければなりません。�
ゆず香　日本語の発音はどう思いますか？�
ローラ　日本語の発音はほとんど英語に含まれて
いますが、英語の“TH”、“V”、“F”、“Ｒ”音など
日本語にはありません。「英語の勉強は早けれ
ば早いほど良い」と言われますが、特に発音は
そのとおりだと思います。�
ゆず香　国際化が進んで、日本語化された英語、
英語化された日本語が増えてきていますね。�
ローラ　「さよなら」「さむらい」「からて」「お
りがみ」「きもの」「すし」など多くの日本語が
英語に取り入れられています。日本語化された
カタカナ英語も無数ありますが、少し氾濫し過
ぎているようにも思います。�
　　私は日本に来て４ヶ月がたちました。日本語
の会話は、大変難しくて時々いやになることもあ
りますが、一生懸命勉強してもっとうまくなりた
いと思っています。�

漏 水 調 査 業 務 委 託 �

町道第８９号線汚水管渠布設に伴う�
配 水 管 移 設 工 事 �

町道第８９号線汚水管渠布設工事�

一 円 �

金 屋 �

金 屋 �

フ ジ 地 中 情 報㈱�
北陸営業所�

㈱竹　部　工　業�

㈱松　本　建　設�

1,680,000�

4,515,000�

14,175,000

１１月５日から�
１２月２７日まで�

１１月８日から�
１２月２７日まで�

１１月１１日から�
１２月２７日まで�

１�

２�

３�

工　　事　　等　　名� 工　　　期� 落 札 業 者 � 備 　 考 �請負金額（円）�施行箇所�番号�

工事期間中は通行止め等があり、町民の皆さんにはご迷惑を
おかけしておりますが、ご理解とご協力をお願いします。�

石沢商店～�
雄川明夫宅�

石沢商店～�
雄川明夫宅�

工 事 等 入 札 結 果 �（１０/２１～１１/２０）�
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小学校�

自分たちの学校を自分たちの手で�
　　　　　　　　　　　　　庄川中学校の生徒会活動紹介No.5

自分たちの学校を自分たちの手で�
　　　　　　　　　　　　　庄川中学校の生徒会活動紹介No.5

　庄川中学校の給食は、自校
での炊飯方式ですので、生徒たちは毎日アツア
ツのおいしい給食を食べています。この給食を
さらに楽しく衛生的に進めようと工夫している
のが給食委員会です。�
　後期委員長の前田祐子さんの話です。�
　「私たち給食委員会は総勢27名で活動していま
す。現在行っている活動は、誕生月給食です。
これは、同じ月に生まれた生徒と先生、給食委
員がランチルームで会食をするものです。この
会食をより楽しいものにするために、私たち給

食委員は、その月に関係のあるクイズを考えたり、
ＢＧＭを流したり、誕生カードをプレゼントし
たりするなどの工夫をしています。�
　誕生月給食のほかにも、マナー強調週間や残
菜調べなどを行う予
定です。これらの活
動を通して、全校生
徒がより楽しく給食
を食べられるように、
これからも頑張りた
いと思います。」�

きれいに洗えたかな？�きれいに洗えたかな？�

東山見保育所�東山見保育所�

中学校�中学校�

　７月より改修工事を行っていた東山見保育所の本
館１階部分が11月20日に出来上がりました。�
　ピカピカの玄関や廊下に、子ども達は大喜びです。新しく設けられ
た延長保育室や明るく清潔な保健室など、ますます施設が充実してき
ました。�
　子ども達の元気な声が、これまで以上に新しくなった保育所に響
き渡っています。地域の皆さんも気軽に保育所へ遊びに来てください。�

きれいになった保育所�きれいになった保育所� 新
設
さ
れ
た
延
長
保
育
室（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）�

10月の誕生月給食�
いつもよりさらにおいしく�

　３年生では保健学習で「体のせい
けつ」について下着を取り替える必要性や汚れ
をしっかりと落とす手洗いの仕方について学び
ました。手洗いの学習では、見ても見えない汚
れを意識できるように、手に塗った蛍光ローシ
ョンを洗い落として、日ごろしている洗い方で
きれいになったかどうかを確かめてみるのです。
ブラックライトに手をかざすと汚れたところは
光ります。子供たちは、口々に「わあっ、汚い」「爪
の近くが光っている」「わたしは、指と指の間の

ところよ」と言い合って見比べ
ています。その中で、Ｎさんの

手は光っていません。きれいにする洗い方のポ
イントを聞いた後、子供たちはそのやり方でも
う一度洗い直してみました。�
�このように、学校では、
子供たちが日ごろの
くらしを見直し、健
康な生活を実践でき
るようにと考え、授
業で取り上げ、環境
の整備に努めています。�



三つ子誕生 三人仲良くね！�

皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　企画調整課 　82-1905

介
護
用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
設
置�

税金の仕組みを学ぶ租税教室�

ふるさと『庄川』を慕う東京庄川会開催�

～ まちの出来事 ～�

　役場ロビーに、快適な在宅生活を
支えるため便利な食事道具などの介
護用品を展示しています。家庭での
介護負担を少しでも軽減できればと、
色々なものを揃えていますので、来
庁の際には是非ご覧ください。�
　また、介護のことについてもお気
軽にご相談して下さい。�
住民課住民福祉係 　82－1902

16H14年／12月号�

　次世代を担う子どもたちに、税の仕組みや意義・
役割を理解し、租税に対する正しい知識を身につけ
てもらおうと、11月25日（月）小学６年生64名を対象
に、町と税務署の共催で租税教室を開催しました。�
　子どもたちは、税に関するビデオや説明に、とて
も熱心に耳を傾けていました。�

　９月27日に杉森 伸・美香夫婦（三谷）に
元気な三つ子の赤ちゃんが誕生しました。
３人には稜くん、円香ちゃん、美咲ちゃん

と名付けられ、笑ったり泣
いたりと元気一杯な姿を見
せていました。�
　お祝いとして町から
出産奨励金が手渡され
ました。町では、この
ような各種定住奨励金
を用意し積極的に人口
増対策を進めています。�

　11月24日（日）東京都大手町サンケイプラザにおいて22名
の会員が出席され『東京庄川会』が開催されました。�
　町からは野村助役、山田議長が出席され、市町村合併問題
や町制施行50周年記念事業について近況報告を行ないました。�
　会員の皆さんは久しぶりの再会に話がはずみ、楽しいひと
ときを過ごされました。�
　会員皆様の今後益々のご活躍とご健康をお祈りします。�

りょう� ま ど か � み さ き �



頑張ってます女性分団�

誘拐、連れ去り事件を防げ�

み
ん
な
で
障
害
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た�

ふ
く
し
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
開
催�

「
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
」（
福
祉
懇
談
会
）�

開
催
さ
れ
る�

女性課長として一言�
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　秋の火災予防運動行事に合わせ、女性分団・町社協職員・消
防職員合同で、一人暮らしの高齢者家庭の火の元点検を実施

しました。女性らしく暖かい
まなざしで、丁寧に防火指導
をされました。�
　１月４日の消防出初式に初
放水を披露されます。我が町
の頼れる「ひまわり分団」ご
期待下さい。�

　11月23日（土）、ふれあ
いセンターにおいて「ふく
しとボランティアのつどい」
が開催されました。町身体
障害者協会、町福祉作業所
の方が活動内容や町民の皆
さんに協力していただきた
いこと等を話され、また、
ボランティアグループによ
る楽しいミニコンサートも
ありました。その後、「黄
色いハンカチをＳＯＳの合
図に！」と黄色いハンカチ運動を提唱
し、全国に向け活動をしておられる
宇野弘信氏が講演されました。�
　今回のつどいが、障害者への理解
を深め、一人ひとりが協力できるこ
とを考えるよい機会となり、誰もが
困っている人に対してやさしい手を
差し伸べられるようになればいいな
と思います。�

　10月30日（水）町農村環境改善センターにお
いて、民生児童委員協議会長や町身障協会長
を初め高齢者から児童までの各福祉分野に携
わっておられる９名の方々と町の福祉行政に
ついて「しあわせのまちづくり会議」と題し
て福祉懇談会を開催しました。�
　この会議は、今後の町の福祉行政に反映さ
せようと開催したもので、日頃から直接福祉
事業に携わっておられる方々であり、活発な
意見交換となりました。�

　10月31日庄川町青少年健全育成の集いを、ふれあいセンタ
ーで庄川中学生、地域安全推進員、防犯協会関係者等約250名
が参加し実施いたしま
した。�
　「中学生へのメッセ
ージ」と題した町長の
講演に続き、庄川駐在
所長（山口有吾さん）の
指導のもと代表生徒が
不審者から身を守る護
身術に挑戦してもらい
ました。�

　11月12日（火）に平成14年度第２回一日課長
を実施いたしました。今回は各地区婦人会役
員14名の方を委嘱し、それぞれの課で役場の
業務内容と事業概要の説明、町内施設や砺波
広域消防本部の視察をしました。�



～町制施行50周年記念事業～�

　
11
月
23
日（
祝
日
）に
庄
川
剣
友
会

設
立
50
周
年
記
念
剣
道
大
会
が
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
�

　
記
念
試
合
と
し
て
砺
波
地
区
の
小

学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
の

混
合
チ
ー
ム
で
地
域
ご
と
に
試
合
を

す
る
地
域
対
抗
団
体
戦
と
一
般
団
体

戦
が
行
わ
れ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
記
念
式
典
も
行
わ
れ

剣
友
会
等
の
功
労
者
に
感
謝
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
。�

◇
県
剣
道
連
盟
表
彰�

村
井
武
一
、
藤
森
栄
次�

◇
庄
川
剣
友
会
表
彰�

　
感
謝
状�

庵
外
晶
、
小
西
惇
、
浜
野
和
夫
、

山
本
淳
、
小
西
巌
、
志
部
谷
知
則�

　
功
労
表
彰�

吉
野
肇
、
浦
野
省
治
、
奥
野
計
二
、

山
本
勇
治
、
白
山
久
一�
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庄
川
町
の
50
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ

し
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
完
成
し
ま
し

た
。
石
材
は
、
庄
川
の
歴
史
を
刻
む

金
屋
の
石
工
、
森
川
栄
次
郎
の
末
裔

で
あ
る
森
川
ゑ
み
子
さ
ん
の
行
為
で

ご
寄
付
い
た
だ
き
、
町
の
日
展
評
議

員
辻
志
郎
先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ

快
諾
さ
れ
、
約
3
ヶ
月
を
か
け
て
製

作
さ
れ
、
こ
の
程
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

前
に
建
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
�

　
辻
先
生
は
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
が

民
芸
館
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
に
な

れ
ば
と
、
ま
た
水
記
念
公
園
に
憩
う

方
々
と
共
に
庄
川
の
大
河
の
守
り
と

な
れ
ば
良
い
と
言
う
気
持
ち
か
ら
こ

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
「
水
不
動
明
王
」

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
11
月
24
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
庄
川
町
消
防
団
発
足
50
周
年
記
念
式
典
」
が
行

わ
れ
、
富
山
県
知
事
を
は
じ
め
、
消
防
関
係
者
な

ど
約
2
5
0
人
が
出
席
し
50
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
飯
田
団
長
が
過
去
に
お
け
る
水
と
の

戦
い
、
「
庄
川
嵐
」
と
呼
ば
れ
る
強
い
南
風
に
よ

る
大
火
に
つ
い
て
ふ
れ
、
先
人
の
「
消
防
精
神
」

と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
時
代
の
流
れ
に
柔
軟
に
対

応
し
な
が
ら
、
団
員
相
互
の
融
和
と
団
結
の
意
識

を
高
め
、
1
1
6
名
が
常
に
一
体
と
な
っ
て
「
災

害
の
な
い
明
る
く
て
住
み
よ
い
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
」
に
ま
い
し
ん
す
る
決
意
を
の
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
員
と
し
て
25
年
以

上
勤
続
さ
れ
た
団
員
の
家
族
8
名
の
方
に
、
飯
田

団
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
�
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結 果 �

第13回町マラソンビーチボール大会�
と　き　11月３日（日）�
ところ　町民体育センター�
参加チーム　22チーム�
一般の部　　１位　20区Ａ　　２位　25区�
小学生の部　１位　野球スポーツ少年団Ａ�
　　　　　　２位　野球スポーツ少年団Ｂ�
中学生の部　１位　アニマルスターズ�
　　　　　　２位　アニマルマリナーズ�
砺波地区新人柔道福光大会�
と　き　11月４日（月）�
ところ　福光中学校�
小学５年の部　３位　石黒　亮太 �
中学１年 55㎏以下の部　�
　２位　石森　穣　　３位　菊池　裕司 �
中学２年 65㎏以上の部　�
　１位　島田　宗弥�
第11回つるぎ杯争奪中学校剣道大会�
と　き　11月９日（土）・10日（日）�
ところ　町民体育センター�
女子団体戦　２位　庄川中学校�
第56回全国レクリエーション大会INさいたまペ
タンク大会�
と　き　11月10日（日）�
ところ　さいたま市大宮体育館多目的広場�
　２位　マルセイユ庄川Ｃ�
　　　　（上野　勉、久野　亨、広谷和佳子）�
第31回町児童クラブ卓球大会�
と　き　11月23日（土）�
ところ　町民体育センター�

参加チーム　32チーム�
　１位　？Ⅳ�
　　　　（雄神ブロック：坂口、間馬、有澤、泉野、山村）�
　２位　鉄腕ダッシュ�
　　　　（青島西部ブロック：端谷、田中、西川、斉藤）�
第８回町民フレッシュテニス大会�
と　き　11月24日（日）�
ところ　町民体育センター�
一般ダブルスの部�
参加チーム　７チーム�
　１位　岩本　外蔵・千秋　敬子 組�
　２位　太田　国夫・高田　修二 組�
中学生ダブルスの部�
参加チーム　15チーム�
　１位　石沢　　遥・上島　一樹 組�
　２位　松井　直人・北村　　剛 組�

～総合型地域スポーツクラブ創設支援事業～�

町柔道講習会・町少年卓球技術講習会�

町スポーツ大会�

　11月３日（日）町民体育センターにおいて、
第13回町マラソンビーチボール大会、24日
（日）に第８回町民フレッシュテニス大会が
開催されました。今回は、例年の一般の部
のほかに小学生の部や中学生の部を新たに
加えた多世代交流大会となり、今後の総合
型地域スポー
ツクラブ設立
に向けての意
義ある大会と
なりました。�

小・中学生が積極的に参加！！�

　総合型地域スポーツクラブ創設支援事業の町柔道講習会が10月
19日（土）中学校武道館において開催され、講師として、元オリン
ピック候補選手で庄川中学校ＯＢであり、現在岡山市在住の飯田
規比知先生（筏出身）を招いて、町内外柔道愛好者45名を対象に一
流の技を伝授していただきました。�

　また、町少年卓球技術講習会
は11月16日（土）町民体育センタ
ーにおいて開催され、講師とし
て、一昨年の国民体育大会卓球
競技成年男子の部で５位に入賞
された小杉町在住の坂田 賢先生
を招いて、町卓球スポーツ少年
団員全員に基本的な卓球に対す
る姿勢などのご指導をしていた
だきました。�



　地籍とは、人の戸籍のようなも
ので、人に氏名、生年月日などが
記された戸籍があるように、土地
にも所有者や地番、面積などがあ
り、それを土地の場合、「地籍」
と呼びます。この地籍が現況の移
り変わりなどによって実際の土地
と登記簿の内容が合わない場合が
あります。このような状況では、
皆さんの土地を守ることができな
いばかりでなく、紛争の起きる原
因となりうることから現在、金屋
畑直地区で地籍調査事業を実施し
ています。�
　地籍調査を行うと主に次のよう
な効果があります。�
１財産（土地）が正確に記録され、
　保存される �

２境界争いの未然防止や早期解決
　につながる �

３公図と現地が一致するので、土
　地取引が円滑になる �

４災害で現地が変化しても、土地
　の境界を早く復元できる�

詳しくは…�
　企画調整課 　82－1905 

皆さんは「地籍」という言葉
を聞いたことがありますか？�

家屋の取り壊し申告は�
お 早 め に �

　社会福祉協議会では、住民の皆
さんが安心して暮らすことができ
るよう願い、様々な地域福祉事業
に取組んでいます。それらの事業
を推進するために、社会福祉協議
会会費、共同募金、赤十字募金を
お願いいたします。�
会費等内訳（１世帯当り）�
�
�
�
�
�
�
�
問合先�
　町社会福祉協議会 　82－3520

社会福祉協議会からのお願い�
（社協会費・赤十字募金・共同募金について）�

　現在ペットボトルの排出はキャ
ップだけを取り外していただいて
おりますが、リサイクルするにあ
たり、工場では手作業でラベルを
抜き取っているのが現状です。ペ
ットボトルのラベルは
できるだけ外して排出
するようご協力をお願
いいたします。�

ペットボトルのラベル
を は が し ま し ょ う �

庄川町の介護相談員を
紹 介 し ま す �

　農地を農地以外に転用するには、
農地法の許可が必要です。�
　また農用地区域内の農地を転用
する場合は、農用地区域からその
農地を除外した上で、農地法によ
る転用許可を受ける必要がありま
す。�
　今回の農振除外の申請は、12月
20日　まで受け付けています。転
用計画のある方は、事前に役場産
業建設課までお問い合わせ下さい。�
　82－1904（内線191）�
次回の受付は...�
　３月３日　～３月20日　です。�

農振除外の申請は早めに�

　固定資産税は毎年１月１日現在
の所有者に課税される税金です。�
　家屋を取り壊されても、取り壊
し申告書を提出されないと、翌年
度以降も引き続き課税の対象とな
ることがあります。�
　本年中に取り壊された家屋があ
りましたら、申告書を12月27日ま
でに役場へ提出してください。�
問合先�
　財務課税務係 　82－1903

・社会福祉協議会会費 500円�
・共同募金 440円�
　（赤い羽根募金を含む）�

・赤十字募金 460円�
　　　合　計 1,400円�

　12月12日　10時よりフルーツ村
管理棟において果樹の剪定講習会
を開催いたします。防除や施肥等
の質問にもお答えいたしますので、
お気軽にお越しください。�

フルーツ村剪定講習会�

　砺波地方介護保険組合では、介
護保険施設入所者や通所者のため
介護相談員派遣事業を実施してい
ます。�
　従来、特別養護老人ホームに２
人１組で月２回の訪問をしていま
したが、平成14年11月から５名の
増員を行い、介護老人保健施設で
の相談業務も行っています。�
　この目的は、利用者の日常的な
不平や不満をお聞きし、問題の発
見や提起、解決策の提案により苦
情が発生することを防ぐことです。�
　具体的には、施設を訪問し、利
用者の立場で入所者の話を聞き、
話の内容によっては施設や市町村
に報告し、問題解決のための橋渡
し役をしていますので、お気軽に
施設利用者のご意見をお聞かせく
ださい。�

庄川町の介護相談員は、雄川法子
さんです。よろしくお願いします。�

問合先　砺波地方介護保険組合�
　　　　　34－8333

おがわのりこ�

（金）�

（月）� （木）�

（木）�
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　昨年日展に入選した作品をは
じめ、散村をテーマにした作品
を展示。�
会　期　～12月9日　�
開　館　午前10時～午後６時　
　　　　※火曜日 休館�

消防設備士試験（後期）�

日　時　平成15年２月９日　�
会　場　富山国際会議場�
午前の部�
　甲種第４類、乙種第４、７類�
午後の部�
　甲種第1類、乙種第１、６類�
受付期間�
　平成15年１月６日　～10日　�
危険物取扱者試験（第３回）�

日　時　平成15年2月16日　�
会　場　富山工業高校�
午前の部　乙種第4類�
午後の部　乙種第4類、丙種�
受付期間�
　平成15年１月６日　～10日　�

消防設備士及び危険物
取扱者試験のご案内�

　町社会福祉協議会では、車椅子
を利用されている方や、身体の不
自由な方の社会参加を支援してい
ます。�
　病院への通院や買い物、家族と
の外出、また、地域社会活動の参
加などに移送用福祉車両を貸し出
ししています。�

　ご利用に関してのお問合せは、
社会福祉協議会までお願いします。�
問合先�
　社会福祉協議会 　82－3520

社会への参加を支援します�
移送用福祉車両の�

貸し出しサービスについて�

庄川美術館�

氷見長徳画展�
ただ今開催中！�

　母と子の心の絆を深めることができる母乳育児
の大切さを啓発するために、母乳育児のシンボル
マークを募集します。どなたでもご応募ください。�
応募規定　官製はがきを使用してください。�
　　　　　（１枚につき１点）�

マークの大きさ　縦10㎝×横10㎝以内�
色　彩　自由。但し、単色印刷した場
　　　　合にも配慮してください。�
※作品の下に、住所・氏名・年齢・性別・職業（学校名、学年）・電話番
　号・デザインの簡単な説明の明記と作品の上下の明示をしてください。�

賞金・賞品　最優秀賞　１点  賞金３万円�
　　　　　　優 秀 賞　２点  賞品�
締　　切　平成14年12月27日　　当日消印有効�
結果発表　富山県ホームページで公表し、入賞者に通知します。�
そ の 他　・採用作品については、修正及び補正することがあります。�

・著作権など作品内容にかかる全ての権利は主催者に帰属す
るものとします。�
・応募作品は原則として返却しません。�

応募先・問合先　〒930－8501　富山県富山市新総曲輪１－７�
　　　　　　　　富山県母乳育児推進連絡協議会�
　　　　　　　　（富山県庁厚生部健康課母子・歯科保健係内）�
　　　　　　　　　076－444－3226　　FAX076－444－3496

母乳育児のシンボルマーク募集!!

（月）� （日）�

（月）� （金）�

（月）� （金）�

（金）�

21 H14年／12月号�

　松村外次郎と外次郎に続いて
意欲あふれる創作活動を続けて
いる町在住作家ならびに町出身
作家の作品をともに陳列し庄川
の美術を展観します。�
　特にこのたび、今年の新制作
展で新作家賞を受賞した野村修
三さんの「タカイ タカイ」、昨年
の日展彫刻部門で会員賞を受賞
した嶋田秀男さんの「父の姿」２
点の見ごたえのある木彫を紹介
します。ご期待ください。�

外次郎と庄川の美術展�
１２/２１（土）～２/２（日）�

善 意 の 窓 �
■福祉資金として�
▽庄川町青島 島田　彰さん�

（亡祖母の供養に10万円）�

▽庄川町金屋 藤森陽太郎さん�
（亡父の供養に10万円）�

▽庄川町金屋 吉藤　学さん�
（亡父の供養に10万円）�

▽匿　名　　　　　（５万円）�

■デイホーム「もみの家」へ�
▽庄川町天正 柴垣健治さん�

（応接セット一式）�

■広報しょうがわ送付お礼として�
▽東京都大田区�
　山本孫二さん　　（５千円）�

　皆様からのご厚志に対し、
深く感謝申し上げ、有効に活
用させていただきます。�

ひ　み たけのり�
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　年末から年始にかけて、ごみの収集及びし尿の
汲取りを休業致します。休業日は以下のとおりと
なりますので、皆さんのご協力をお願いいたします。�

ごみ収集�

12月28日（土）～1月5日（日）�
※12月30日は町内全域で臨時収集日です。�

し尿汲取り�

12月28日（土）～1月5日（日）�

年末年始のお知らせ�
《ごみ収集及びし尿の汲取り休業日について》�

役 場 �
ふれあいセンター�
図 書 館 �
町民体育センター�
ギャラリー「 蔵 」�
若 者 の 館 �
勤労者体育センター�
各 児 童 館 �
農村環境改善センター�
水 資 料 館 �
美 術 館 �
特 産 館 �
ウ ッ ド プ ラ ザ�
ふ れ あ い プ ラ ザ�
各 保 育 所 �
夢 木 香 村 �

１２月２８日～１月５日�
�
�
１２月２７日～１月６日�
�
�
１２月２７日～１月７日�

１２月２８日～１月５日�
�
�
�
１２月２９日～１月３日 
�
�
１月１日～１月３日�
　　　無　休�

《公共施設休業、休館について》�
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会
　
久
保
美
智
子
選�



橋本  侑佳ちゃん�
（青島）�

父…隆之　母…雅子�

西川  美咲ちゃん�
（金屋）�

父…康字　母…真由美�

高橋  舞ちゃん�
（高儀新）�

父…英志　母…章乃�

お
す
わ
り
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
。�

健康いきいき食生活�

材 料�
（４人分）�

作り方�

コメン
ト�

�
コメント：かぶを全部使うこ
とによりビタミンＣの他、葉

に含まれるビタミンＡや鉄分、食物繊維を
とることができます。また、根菜類や白菜
は体を温める効果があります。�

食改青島支部�

１人分の栄養価…エネルギー  20Kcal／塩分量  0.5ｇ�

かぶスー
プ�

23 H14年／12月号�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、企画調整課へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却します。�

元
気
で
明
る
い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
。�

ゆうか� みさき�

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
な
子
に
成
長

し
て
ほ
し
い
で
す
。�

まい�

　～ 電子レンジで簡単スープ ～�

小かぶ�
かぶの葉�
生椎茸�
かにの身抜き�
顆粒コンソメ�
水�
こしょう�

２個�
２個分�
２枚�
５０ｇ�
小さじ２（固形の場合１個）�
１と１/２カップ�
少々�

①かぶは厚めに皮をむき、一口大に切る。�

②かぶの葉は３㎝長さに切る。�

③生椎茸は薄切りにする。�

④かには軽くほぐす。�

⑤耐熱用のボール（どんぶりでも）
分量の水・コンソメ・こしょ
うを入れ、混ぜて溶かした後、
①～④の材料を入れラップを
して、電子レンジで10分加熱
する。�



住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

青
　
島
　  

島
田
　
光
子
　
86�

古
上
野
　  

朝
倉
ユ
ズ
子
　
73�

金
　
屋
　  

藤
森
　
金
藏
　
74�

金
　
屋
　  

吉
藤
　
正
雄
　
76�

　
筏
　
　  

脊
戸
喜
代
治
　
76�

青
　
島
　  

岡
部
　
栄
一
　
60�

　
庄
　
　  

廣
谷
　
浪
子
　
82�

隠
　
尾
　  

南
部
駒
次
郎
　
82
�

戸
籍
の
窓�

住
所
　
出
生
児
氏
名
　性
別
　保
護
者
名�

青
島
　
川
向
　
朝
陽
　
男
　
日
出
輝�

青
島
　
小
西
　
陸
仁
　
男
　
晴
久�

古
上
野
　
加
藤
　
　
麗
　
女
　
粒
二�

金
屋
　
吉
田
　
修
士
　
男
　
和
弘�

青
島
　
田
中
　
心
貴
　
女
　
広
和�

青
島
　
鷲
平
　
彩
乃
　
女
　
潔�

（�（�（�（� 　
住
　
所
　
　
　
夫
婦
氏
名�

　
上
市
町
　
　
（
小
倉
）
康
　
裕�

　
三
　
谷
　
　
大
　
井
　
知
　
亨�

　
示
　
野
　
　
松
　
田
　
孝
　
之�

　
砺
波
市
　
　
（
浅
野
）
真
由
美�

　
　
庄
　
　
　
廣
　
橋
　
上
　
智�

　
金
沢
市
　
　
（
堀
岡
）
有
　
美�

　
金
　
屋
　
　
杉
　
森
　
達
　
也�

　
福
野
町
　
　（
佐
々
木
）
本
　
巳�

死
亡�

月
日�

10／23

住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

金
　
屋
　  

吉
藤
て
る
子
　
80
�

死
亡�

月
日�

10／22

10／23
11／2

11／3
11／11

11／15
11／18

11／20

10／14
10／14

10／24
10／24

10／30
11／13

出
生�

月
日�

花見においで  今朝の湖畔の雪の花　小牧ダム　堤上歩道より�

しまだ�

●町の人口（11月末日現在）●�

人　口 7,265人　 （△15） （△20） 転入 8�
　男 3,493人　 （△  9） （△10） 転出 18�
　女 3,772人　 （△  6） （△10） 出生 4�
世帯数 2,045世帯 （＋  1） （＋10） 死亡 9

前年比�前月比�
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発
行
日
／
平
成
十
四
年
十
二
月
五
日
　
発
行
所
／
富
山
県
庄
川
町
（
郵
便
番
号
九
三
二
ー
〇
三
九
三
）�

印
刷
／
㈱
ア
ヤ
ト
　
第
五
八
四
号�

H14年／12月号�

　
（
10
月
21
日
〜
11
月
20
日
申
出
の
も
の
の
み
掲
載
）�

編 集 後 記 �

本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�

写
真
撮
影
　
山
田
　
辰
夫 

氏
／
写
真
解
説
　
杉
森
富
美
吉 

氏�

老齢人口 1,803人 （　   △5） （　 ＋22）�
　　　率 24.8％ （　0.0％） （＋0.4％）�
幼年人口 963人 （　   ＋2） （　   ＋1）�
　　　率 13.3％ （　0.1％） （＋0.1％）�

あ
さ
ひ�

し
ゅ
う
じ�

り
く
と�

み
　
き�

あ
や
の�

う
ら
ら�

　私事ですが先日、
庄川剣友会設立50
周年記念剣道大会
があり、そこで日本剣道形
の演舞を披露することにな
りました。使用する太刀が
木刀ではなく模擬刀（真剣に
近い太刀）ということもあっ
ていつもとは違って独特の
緊張感がありました。誤っ
て体に当てると本当に切れ
てしまいそうなので、一つ
一つの演技が真剣です。�
　常にこのような緊張感を
持ちながら人生、仕事も遊
びも『真剣』と行きたいもの
です。本当に良い経験にな
りました。�

　
雪
が
降
ら
な
い
地
方
の
人
は
、
雪
に
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
や
い
や
雪
は
心
の
奥
ま
で
清
め
て
く
れ
て
美
し
い
雪
景
色
を
見
せ
て
く
れ
る
。�

　
朝
日
に
輝
く
と
き
、
降
り
し
き
っ
て
家
や
林
が
お
ぼ
ろ
に
か
す
む
と
き
、
暗
い
夜

に
、
防
犯
燈
の
前
を
落
ち
る
よ
う
に
降
る
雪
も
、
美
の
極
み
で
あ
る
。�

　
牛
岳
山
頂
か
ら
昇
っ
た
朝
日
が
、
さ
ざ
波
の
ダ
ム
湖
に
き
ら
め
き
、
湖
畔
の
桜
の
枝

に
か
か
っ
た
昨
夜
の
雪
を
、
満
開
の
花
び
ら
の
よ
う
に
見
せ
て
く
れ
る
。
ダ
ム
湖
畔
の

木
も
牛
岳
の
山
肌
も
、
満
山
満
開
の
雪
の
花
ざ
か
り
の
こ
の
景
色
を
、
町
民
だ
け
が
ひ

と
り
じ
め
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。�

　
き
て
見
や
し
ゃ
ん
せ
、
冬
の
小
牧
の
雪
桜
。�

ぼ
う
は
ん
と
う�

の
ぼ�

ま
ん
ざ
ん
ま
ん
か
い�

き
わ�
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